
その本はそこに     読書案内 34      ～ アジアの楽しみ ・ 建築とか ～ 

 アジア史概説  宮崎市定 （中公文庫 1987・学生社 1973） ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■京大東洋史を支え続けてきた宮崎定市さん。難しいことを素人でも 

わかるように文章で書いていて、抜群に面白い！宮崎史観は交通史観 

らしいのですが、このアジア史では、西アジア・東アジア・南アジア 

東南アジア・日本を「交通」という紐帯で緊密に結びつけています。 

ヨーロッパの歴史はあらゆる方面から検討され、アジア史の研究は、 

はるかに立ち遅れているため、整理排列して、相互の関係をたどり、 

アジア史の世界的意義研究の問題を一歩進めたい、としています。 

■西アジア（ﾄﾙｺ､ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ､ｲﾗﾝ）南アジア(ｲﾝﾄﾞ)東アジア(中国)、日本、 

東南アジア(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)を中心とした歴史を、欧州等の影響を交えて。 

ジャワ直立原人・北京原人～1973 ベトナム戦争パリ会議停戦協定まで。 

文庫 500 ﾍﾟｰｼﾞ。こちらの本を楽しく読んでいただければいいです。 
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■世界史図録ヒストリカ（右下）のような中学教科書みたいな本を見ても、15 世紀（アメリカ大陸発見）まで

は、アジア史を中心に欧州がからんでくる歴史で、ロシアもアメリカも歴史の流れ図に登場すらしていません。 

 建築史でも、日本建築学会編の日本建築史図集（1949）、西洋建築史図集（1953）、近代建築史図集（1954.）、

東洋建築史図集（1995！）←とアジア史の研究の遅れは明らかです。 

また、西洋建築史図集は、トルコ、イラク集落・神殿（紀元前 6000-3000）からはじまり、メソポタミア・ペル

シア・バビロニアから、ギリシアへと続きますが、ギリシアまでの歴史はアジア史（東洋史）ですよね・・・。 

ちなみに東洋建築史図集のほうには、このギリシア以前の東洋史が解説もなく入っていません。先か後か争いは

いいですけど、何の解説・修正もせずに西洋建築史に入ってしまっていると昔の感覚を継承してしまいそうです。 

 太田博太郎の日本建築史序説（1947）日本建築様式史（1999）では、アジア建築史との関わりはわかりませ

ん。布野修司編の「アジア都市建築史」（2003）があるようですが、日本建築史をアジア建築史と相対化すると

ころまではいっていないようです。宮崎さんのアジア史概説的な日本建築史が読みたい！けど今はまだないです。 

（アジアの国々は、妹尾河童「河童の覗いたインド」は細密画とともにインド風俗やタージ・マハル等を、 

 陳舜臣「中国歴史の旅（上下）」は中国の主要都市の歴史を地図とともにわかりやすく案内してくれます。） 

■「アジア史概説」は、別々の歴史をたんに一冊の本に綴じ合わせたという製本屋の仕事をこえて、お互い啓発

しあい競争しあい、援助しながら発展してきた文化民族ないし国家。それらを孤立したものとして見ることなく、

時代差、地域差を考慮に入れつつ、統合して、一つの系図を作成する歴史家の仕事です。 

 日本史に郷土史があるように、アジア史はたしかに局部的な不完全なものに相違ないが世界史の郷土史であり、

わが国がアジアの東端に位するためにこの地域史を書いた、とあります。（黒野） 

 

 

  

 

 

 

 

 


